
講習日 :

講習場所 :

時間 要点

9:00 服装、安全具確認（20分）

実際の現場のにおける危険や、安全策説明

作業場周辺　養生（20分） 工具などの取り扱いを覚える。

作業工具　配布・説明（20分）

10:00 ＜15分休憩＞

作業前確認（45分） 作業前の確認事項を実際に行う。

　　図面、作業場 　講師が見本を見せ、実際に生徒に行ってもらう。

　　資材数量　形状把握 ・図面を見る際に注意するポイント。

・資材を点検するポイント

11:00 床、天井の墨出し（45分） 図面を見ながら、寸法を出し、墨をはじく

・レベルやカネの重要性を理解する

・なぜ基準墨が必要なのか？を理解する

・有効寸法の確認や仕上げ物の取合いなど、

　どこに注意が必要かを理解する。

講師総評（15分） 講師が、生徒たちの出来栄えや総評を行う。

京都職人アカデミー　カリキュラム
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木津川　　当尾の郷会館

内容



12:00～13:00

13:00 天井材組立講座（90分） モックアップ内部の組立を講師を交えて行う。

・天井高さの確認 ・レベルの重要性と、FL　と　CH　の違いを理解

・ボルトの採寸、部材の積算 ・

・天井Tバー割り付け、固定 ・ピッチの重要性を理解

・レベル固定 ・クリップや部材をわざとゆるくした場合、

・施工後の検査、確認 　どの程度、強度が変わるか？を理解する。

14:30 ＜15分休憩＞

間仕切組立講座（90分） モックアップ内部の組立を講師を交えて行う。

・基準墨よりの位置確認

・上部ランナーの固定方法とﾋﾟｯﾁ確認 ・止め付けﾋﾟｯﾁが部材により違うことを確認

・割り付け、採寸、加工 ・割り付けピッチの重要性を理解

・組立

・施工後の検査、確認

16:15 講師総評 出来栄えを、講師が見て、総評を行う。

・軽鉄で、どこに注意すべきか、を理解する。

・作業を安全に行うにはどうするかを理解する。

16:30～17:00 片づけ、清掃

昼休憩


